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◎新規採用(仮採用)薬品のお知らせ（ 9月度薬事委員会承認） 

9 月は薬事委員会開催中止 

トピックス 

 

 

●2024/2025 シーズンのインフルエンザワクチン 

 A/Victoria(ビクトリア)/4897/2022(IVR-238)(H1N1)pdm09 

  A/California(カリフォルニア)/122/2022（SAN-022）（H3N2） 

 B/Phuket（プーケット）/3073/2013（山形系統） 

 B/Austria(オーストリア)/1359417/2024（BVR-26）（ビクトリア系統） 

 

●高病原性鳥インフルエンザの広がりに関する懸念 

 2024 年には、米国で高病原性鳥インフルエンザウイルス H5N1 型に罹患した乳牛や労働者が相次

いで報告され、注意が必要です。そのほかにカンボジアで 13 例、2023 年後半以降は中国とベトナ

ムでさらなる症例が報告されるなど H5N1 型ウイルスのヒトへの感染が増え、ウイルスが新たな動

物種に広がっている可能性があります。なお、2024 年 7 月 8 日の厚生労働省審議会で、急性呼吸

器感染症（ARI）を 5類感染症とすることが議論され、今年度中に指定される予定ですので、イン

フルエンザ様疾患がより広く把握されることになります。 

 

●抗ウイルス薬の薬剤感受性 

 2023/2024 シーズンはノイラミニダーゼ阻害剤であるオセルタミビルへの感受性低下を示す二

重変異株 A（H1N1）pdm09 NA/I223V+S247N が世界各国で散発的に発生していることが報告されま

した。但し比較的稀で、幸い、ザナミビル、ラニナミビル、ペラミビルなどのオセルタミビル以

外のノイラミニダーゼ阻害薬や作用機序の異なるバロキサビルマルボキシルに対する感受性は維

持されています。 

 

●高齢者や重症化リスク因子を持つ方は、他のワクチン接種も推奨 

（肺炎球菌ワクチン） 

 23 価莢膜多糖体ワクチン（PPSV23：ニューモバックス） 

15価結合型ワクチン（PCV15：バクニュバンス） 

 13 価結合型ワクチン（PCV13）→20 価結合型ワクチン（PCV20：プレベナー20）に変更 

※PCV20 は 2024年 10月から、小児の定期接種ワクチンへ また、高齢者とハイリスク患者にも承

認されている。 

 

（RS ウイルスワクチン） 

 60 歳以上の成人、もしくは 60 歳以上の成人および母子免疫による新生児及び乳児における RSV

を原因とする下気道感染症の予防 

◎GSK 社 アレックスビー ◎ファイザー社 アブリスボ筋注用 

2024/2025年インフルエンザ・コロナワクチン情報 
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（新型コロナワクチン） 

 2024 年 4 月 1日からは定期接種 B類 

 a)65 歳以上の者及び 

 b)60-64 歳で心臓、腎臓または呼吸器の機能に障害があり、身の回りの生活が極度に制限される

者が対象 

 ※当院採用新型コロナワクチン 
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医薬品安全性情報 
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◎医薬品・医療機器等安全性情報 

 

 

 

 

 

 

                                No.412 

 

 



8 

 

 



9 

 

 



10 

 

 



11 

 

NO.413 
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